
 

 

2019年 2月 18日 

資格・検定試験活用に当たってのトラブルとその対応について 
 

１．重大なトラブルが試験実施団体にあった場合 
•セキュリティリーク（例：試験問題が盗まれた場合）が発覚した場合 試験をキャンセル

し、受検者を次の予定回に案内して受検頂きます。その際、検定料の徴収は行われません。 

補記）具体的なケースとして示された当件は「問題漏えい」の一つのケースと思われます
が、原文“security leak“の定義があいまいであるため、引き続き確認中です。 
 
その他、検定料の徴収が行われないケースの例として本部より挙げられたのは、 
•自然災害（地震など）や重大事故等が発生した場合 

実施主体がやむを得ぬ理由により試験をキャンセルした場合、受検者を次の予定回に案内し

て受検頂く方向で検討中です。 

 
検定料の徴収は行わず、「再試験日」は予めグローバルに設定されている複数の試験日より
ご案内することを想定しています。 
 
なお、お尋ねの「各試験における年間の最終回で発生した場合」について、（4月～12月の
間で成績提供時期が複数回設定という状況の）前例がないことから、次回の一般財団法人の
理事会等で協議する内容であると事務局で判断している状況です。ケンブリッジ英語検定に
ついては「再審査」の期間を考慮することにより、最終回で発生した場合に大学入試センタ
ーが定める条件を満たす「再試験日」をご案内することができない試験であることが、これ
まで詳細を想定する中で判明し、「再審査」の権利を受検者に予め放棄頂くことで対応でき
ないか（つまり再審査のプロセスを考慮せず、通常の試験結果リリース日を最終成績確定日
とできないか）、本部に確認しておりました。 
その結果、Ofqualの規約に抵触している恐れがあるとのケンブリッジ本部法務部の見解が今
月初めに示され、現在、具体的にどの条項に抵触する恐れがあるのか等、詳細確認中です。 
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従いまして、尋ねの「各試験における年間の最終回で発生した場合」について、次回の理事

会において、法務からの詳細のフィードバックを参考に協議させて頂きたく、現段階で明確

な回答ができませんこと、お詫び申し上げます。 

【ご参考】具体的には、2020年 11 月末～12月中旬に予定されている試験は以下の通りです。 
 
PB版（試験結果は約 4-6 週間後に成績確認サイト上で確認可能） 
A2 Key - Fri 4 December 
A2 Key for Schools - Mon 30 Nov, Sat 12 Dec 
B1 Preliminary - Fri 4 Dec 
B1 Preliminary for Schools - Mon 30 Nov, Sat 12 Dec 
B2 First - Tue 1 Dec, Sat 12 Dec 
B2 First for Schools - Tue 24 Nov, Sat 5 Dec 
C1 Advanced - Wed 2 Dec, Sat 5 Dec, Sat 12 Dec 
C2 Proficiency - Sat 28 Nov, Thu 3 Dec, Sun 6 Dec 
 
CB版（試験結果は約 2-3 週間後に成績確認サイト上で確認可能） 
A2 Key - Sat 28 Nov, Thu 17 Dec 
A2 Key for Schools - Thu 10 Dec 
B1 Preliminary - Sat 28 Nov, Thu 17 Dec 
B1 Preliminary for Schools - Thu 10 Dec 
B2 First - Fri 20 Nov, Sat 28 Nov 
B2 First for Schools - Sat 21 Nov, Tue 1 Dec, Sat 12 Dec  
C1 Advanced - Thu 3 Dec 
C2 Proficiency - Sat 21 Nov 
2020 年の試験日：https://www.cambridgeenglish.org/Images/518173-exam-day-flyer-2020.pdf 
 

  

上記は B2 First for Schoolsの PB版と CB版の 11月末－12 月第一週目の試験日を一例として、

「再審査」期間の設定により、当該期間にある試験日を活用できない状況を説明したものです。 

https://www.cambridgeenglish.org/Images/518173-exam-day-flyer-2020.pdf


 

２．試験実施会場不足の件 

【次年度の試験日について】 

・前述の通り、グローバルには、すでに 2020年度の試験日は公開されていますが、弊機関の

ウェブサイトでも大学入試に関する公開試験日のお知らせについては後日、とさせて頂いて

いる状況です。また、日本統括オフィスとして、財団法人日本ケンブリッジ英語検定機構と

ともに、日本の高校生がより受検しやすい日曜日受検日を 2020年に日本だけ特別に増やせな

いか、継続して協議を進めているところです。 

・学校を会場に実施する場合は、この日程から選んで頂き、試験センター（JP001）*との打
ち合わせを経て確定頂くことになります。 

・公開試験日の確定は、2019年 11月頃、と 14日の貴省とのヒアリングでお話ししたところ

ですが、「出せる情報だけでも 7月までに公開を」とのご助言を踏まえ、固まった日程から

順次、公開試験日の日程、実施される試験の種類を実施が明白な県名とともに発表すること

ができないか、調整したいと考えております。 

*試験センター（JP001） 
2020年 4月以降、大学入試としてのケンブリッジ英語検定を扱う専用の試験センター：

JP001として、一般財団法人 日本ケンブリッジ英語検定機構が試験センターの役割を果た

します。 

【ニーズ調査を踏まえて予想されるアクション】 

学校単位でのお申込み事例が多いこと、実施を検討されている試験のレベルが合致していな

い公算が大きいケースがあることから、まずは（ニーズ調査をとりまとめられた）当該の教

育委員会に照会し、対応が必要とされているケースであるかどうかについて、見極めたいと

思います。 

さらに、少数ですがディマンドが認められた県の教育委員会に対して会場確保にご協力頂け

ないか等、（ローカルな状況も参考になると思いますので）ご相談のためコンタクトさせて

頂きたいと考えております。 

以上 
報告者：ケンブリッジ大学英語検定機構 日本統括オフィス 青山 智恵 

https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/exam-dates/



